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質  問 部長の回答 対応状況 

【市政連絡員について】 

税金でやられている市政連絡員なら責任

は持ってもらわないといけないと思う。 

  

（教育部長） 

たくさんの手当があればそれだけ言えるけど

ボランティア精神でやってもらっていたりす

る。 

（上下水道局長） 

情報伝達はかなり難しい。 

 

ご意見については、関係方面に伝えます。 

【情報伝達について】 

市長が企業誘致でよそから人が入ってき

ますと言うけど、そういう人たちへの情報

伝達は新しく考えていかないといけない。 

 

（上下水道局長） 

本来は、市としては、まずは区に入っていた

だくのが、情報伝達が確かなはず。 

ですから転入者や新しく入った若い人にはま

ずは区に入っていただくことを勧めているは

ず。その中で色んな考えがある人がいらっしゃ

るので（加入率）100 パーセントにはならない

が、まずは、市の全体としては区が一番。 

平成 31 年度において、「新たな広報のあり

方検討事業」に着手し、その中で市民の皆様

への情報伝達のあり方なども含めて検討して

まいります。 

 

【経営政策課】 

○「新たな広報のあり方検討事業」【新規】 

（H31 年度予算：315 千円） 

【ゴミの分別について】 

ゴミだしルールブックだけでは不十分だ

と思う。きっちり個人に向けのお知らせを、

最低でもワイワイで知らせて欲しい。 

 

（上下水道局長） 

例えば地域の住民として困ると言ってみては

どうだろうか。 

  

平成 31 年度において、「新たな広報のあり

方検討事業」に着手し、その中で市民の皆様

への情報伝達のあり方なども含めて検討して

まいります。 

【経営政策課】 

○「新たな広報のあり方検討事業」【新規】 

（H31 年度予算：315 千円） 
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【効果的な事業の実施について】 

バスを活用したバスク化の件で、土々呂や北浦に行

くと、先着３００人に食事券がもらえるということで

やられている。しかし、そのために、１０００円×３

００人で３０万円の補助をしており、バスに乗っても

らうのは分かるが、目的と意図するところが見えな

い。お店は土々呂に３件、北浦にも４件程の店で、そ

こは潤うと思うが、目的と手段ということで、目的が

何で成果がどこに繋がっていくのか分からない。 

それから美人の湯のバスも５００円で行ける。盛り

上げるのは分かるが、効果がどうなのかは、きっちり

リンクしてもらいたい。様々な活動で目的と手段があ

って、結果をうまく次のステップに繋げてもらいた

い。お金を使うことが目的とならないように。 

（教育部長） 

ばらまきで終わらすのではなく、実りがある

ような使い方をしないといけない。 

 

平成31年4月から新たに交通政策課を設け

るなど、交通政策を強化していきますので、

その中で今後バスによる観光振興策のあり方

についても検討してまいります。 

【内藤記念館の整備について】 

なぜ内藤記念館を潰すのか。 

（教育部長） 

雨漏りもあり、ひどかった。歴史、延岡を継

承する施設としては必要な建物。 

 

前市長時代に再整備に向けた取り組みが既にか

なり進んでおり、設計等も終了していました。た

だせめて、延岡市産木材を出来る限り利用するこ

とや、バリアフリー対応（前市長時代は階段から

入館する計画になっていました。）のためのエレベ

ーター設置等の見直しは現市長において行い、現

在に至ったところです。 


